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アナログ検定2016の実施概要



R2とR3の合成抵抗は下式より2kΩになります。

したがってR1,R2,R3の合成抵抗は5kΩになりV1から流れ出る電流は1mAとなり、
R1の両端電圧が3V, R3の両端電圧は2Vになります。

下式よりR3に流れる電流は 1/3 mAになり、答えは(a)です。

検定問題と解説の一部

解説
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共振周波数ではL1とC1のインピーダンスが等しくなりL1とC1の両端電圧は等しくなります。
そして電流波形に対しL1電圧は位相が90ﾟ進み、C1電圧は90ﾟ遅れます。したがって、L1
の電圧とC1の電圧が等しく位相が180ﾟ異なるためL1とC1の波形を合成すると0になります。
よって、上記RL点の電圧が0になるためR1に流れる電流は10mAになります。C1のイン
ピーダンスが1kΩなのでC1の両端電圧は10mA×1kΩ＝10Vになり

答えは(e)です。

解説

キルヒホッフの法則により、R1,L1,C1に
流れる電流は全く同じになります。



gm(相互コンダクタンス)はVBE(ベースエミッタ間電圧)の微少変化に対する
Ic(コレクタ電流)の変化の割合です。したがって下式から利得が求まり、

答えは(d)です。

解説



エミッタ共通増幅回路にエミッタ抵抗が挿入されると、ベースエミッタ間に加わる
電圧が入力電圧からエミッタ抵抗の両端電圧を引いた値になり、部分負帰還の
動作となります。このときの入力電圧の微少変化に対するコレクタ電流の微少変
化をGmとすると、その値は下式から求まります。

したがって上記回路の交流利得は下式から求まり、答えは(a)です。

上式よりわかるようにエミッタ抵抗が挿入され
1<<gm･R2ならば利得はほぼR1/R2の値になります。

解説



(d)は出力と－入力の間に直接抵抗が接続されておらず直流ではOPアンプの裸利得になります。
そしてR1>>R2のため、R1C1で決定される周波数約100Hzで利得が0dBになる積分特性になり
ます。 (a)(b)(c)はR1:10kΩ、R2:90kΩのため一度低下し再び平坦になる利得は
R2/(R1+R2)=0.9になり-20dBではありません。

(e)は低域の利得が R2/R1=1=0dB  再び平坦になる利得が (R2//R3)/R1＝0.1=-20dB になり、
答えは(e)です。

解説



ベッセル特性では利得－周波数特性がなで肩で、方形波応答にはリンギングが見られ
ず僅かなオーバシュートが見られます。上記のLCフィルタは通過域利得はR1とR2で分
圧されるために0.5倍(約-6dB)になります。

したがって答えは(b)です。

解説



(a)(b)(c)の交流解析では得られるのが小信号利得のみで飽和特性は得られない。

(e)では出力の正弦波のスルーレートが60V/usの速度に達しない。

(d)では下記のように出力が三角波状になり、その傾きから
10.0351V÷125.651ns≒79.86V/us とスルーレートが検証できる。したがって答えは(d)です。

解説



上記の特性は10kHzで、- 40dB/decの傾きになり、位相が
180ﾟ近く遅れています。したがって位相遅れを120ﾟ以内に

するためには誤差増幅器に位相進みが得られる左記の
タイプⅢを用います。

位相を進ませる10kHzを中心とした周波数で、左回路図
のR3,R5,C2の合成インピーダンスを高域周波数でR3の
値から1/10程度に低くなる値にしなくてはなりません。し
たがってR3//R5の値がR3の1/10程度になるようR5の値を
設定します。

よって、答えは(a)です。

解説


